
(57)【要約】

【課題】　コンタクトプラグのショートを効率的に検出

可能な半導体装置の検査方法を提供する。

【解決手段】　半導体基板１１の表面部分に、素子形成

領域１３を相互に区画する素子分離領域１４のパターン

、及び、半導体基板１１を覆う絶縁膜１６を形成する工

程と、半導体基板の素子形成領域１３に導通する複数の

コンタクトプラグを形成するためのマスクパターンを用

い、このマスクパターンを素子分離領域１４のパターン

に対して相対的に所定距離ずらすことによって、絶縁膜

１６を貫通し一部が素子分離領域１４で絶縁される複数

のコンタクトプラグ１８を形成する工程と、複数のコン

タクトプラグ１８の内で、素子分離領域１４で絶縁され

たコンタクトプラグ１８に電子線を照射するステップと

、電子線を照射したコンタクトプラグ１８から放出され

る二次電子量を検出するステップと、検出された二次電

子量に基づいて、電子線が照射されたコンタクトプラグ

１８の異常を判定するステップとを有する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 上 に 、 導 電 性 部 分 と 絶 縁 性 部 分 と を 含 む 下 地 パ タ ー ン 、 及 び 、 該 下 地 パ タ ー ン を 覆
う 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 導 電 性 部 分 に 導 通 す る 複 数 の コ ン タ ク ト プ ラ グ を 形 成 す る た め の マ ス ク パ タ ー ン を
用 い 、 該 マ ス ク パ タ ー ン を 前 記 下 地 パ タ ー ン に 対 し て 相 対 的 に 所 定 距 離 ず ら す こ と に よ っ
て 、 前 記 絶 縁 膜 を 貫 通 し 少 な く と も 一 部 が 前 記 絶 縁 性 部 分 で 絶 縁 さ れ る 複 数 の コ ン タ ク ト
プ ラ グ を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 複 数 の コ ン タ ク ト プ ラ グ の 内 で 、 少 な く と も 前 記 絶 縁 性 部 分 で 絶 縁 さ れ た コ ン タ ク
ト プ ラ グ に 電 子 線 を 照 射 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 電 子 線 を 照 射 し た コ ン タ ク ト プ ラ グ か ら 放 出 さ れ る 二 次 電 子 量 を 検 出 す る ス テ ッ プ
と 、
　 前 記 検 出 さ れ た 二 次 電 子 量 に 基 づ い て 、 前 記 電 子 線 が 照 射 さ れ た コ ン タ ク ト プ ラ グ の 異
常 を 判 定 す る ス テ ッ プ と
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 検 査 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 下 地 パ タ ー ン の 導 電 性 部 分 及 び 絶 縁 性 部 分 が そ れ ぞ れ 、 半 導 体 基 板 の 素 子 形 成 領 域
及 び 素 子 分 離 領 域 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 検 査 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 下 地 パ タ ー ン の 導 電 性 部 分 が 、 導 体 膜 の 選 択 エ ッ チ ン グ で 形 成 さ れ る 配 線 パ タ ー ン
で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 検 査 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 製 品 用 半 導 体 装 置 の 状 態 を 検 査 す る た め の 検 査 用 半 導 体 装 置 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 製 品 用 半 導 体 装 置 を 製 造 す る プ ロ セ ス 条 件 と 同 じ プ ロ セ ス 条 件 を 用 い て 、 導 電 性 部
分 と 絶 縁 性 部 分 と を 含 む 下 地 パ タ ー ン 、 及 び 、 該 下 地 パ タ ー ン を 覆 う 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工
程 と 、
　 前 記 製 品 用 半 導 体 装 置 で 前 記 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 前 記 導 電 性 部 分 に 導 通 す る 複 数 の コ ン タ
ク ト プ ラ グ を 形 成 す る た め の マ ス ク パ タ ー ン を 用 い 、 該 マ ス ク パ タ ー ン を 前 記 下 地 パ タ ー
ン に 対 し て 相 対 的 に 所 定 距 離 ず ら す こ と に よ っ て 、 前 記 絶 縁 膜 を 貫 通 し 少 な く と も 一 部 が
前 記 絶 縁 性 部 分 で 絶 縁 さ れ る 複 数 の コ ン タ ク ト プ ラ グ を 形 成 す る 工 程 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 検 査 用 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 下 地 パ タ ー ン の 導 電 性 部 分 及 び 絶 縁 性 部 分 が そ れ ぞ れ 、 半 導 体 基 板 の 素 子 形 成 領 域
及 び 素 子 分 離 領 域 で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 検 査 用 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 下 地 パ タ ー ン の 導 電 性 部 分 が 、 導 体 膜 の 選 択 エ ッ チ ン グ で 形 成 さ れ る 配 線 パ タ ー ン
で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 検 査 用 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 製 品 用 半 導 体 装 置 が Ｄ Ｒ Ａ Ｍ で あ る 、 請 求 項 ４ ～ ６ の 何 れ か 一 に 記 載 の 検 査 用 半 導
体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ４ ～ ７ の 何 れ か 一 に 記 載 の 検 査 用 半 導 体 装 置 を 用 い て 製 品 用 半 導 体 装 置 を 評 価 す
る 半 導 体 装 置 の 検 査 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の コ ン タ ク ト プ ラ グ の 内 で 、 少 な く と も 前 記 絶 縁 性 部 分 上 に 形 成 さ れ た コ ン タ
ク ト プ ラ グ に 電 子 線 を 照 射 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 電 子 線 を 照 射 し た コ ン タ ク ト プ ラ グ か ら 放 出 さ れ る 二 次 電 子 量 を 検 出 す る ス テ ッ プ
と 、
　 前 記 検 出 さ れ た 二 次 電 子 量 に 基 づ い て 、 前 記 電 子 線 が 照 射 さ れ た コ ン タ ク ト プ ラ グ の 異
常 を 判 定 す る ス テ ッ プ と
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 検 査 方 法 。
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【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 異 常 判 定 ス テ ッ プ で は 、 前 記 絶 縁 性 部 分 で 絶 縁 さ れ た コ ン タ ク ト プ ラ グ が 、 前 記 導
電 性 部 分 、 他 の コ ン タ ク ト プ ラ グ 、 及 び 、 他 の 導 電 性 材 料 の 少 な く と も １ つ に 導 通 す る か
否 か を 判 定 す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 検 査 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 装 置 の 検 査 方 法 、 及 び 、 検 査 用 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に 関 し 、 更 に 詳
細 に は 、 半 導 体 装 置 内 部 に 配 設 さ れ た 導 体 間 の シ ョ ー ト （ 短 絡 ） を 検 査 す る 、 半 導 体 装 置
の 検 査 方 法 、 及 び 、 検 査 用 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 半 導 体 装 置 内 部 の 導 体 間 の シ ョ ー ト は 、 半 導 体 装 置 の 動 作 不 良 の 原 因 と な り 、 半 導 体 装
置 製 造 の 歩 留 り を 低 下 さ せ る 大 き な 要 因 と な っ て い る 。 近 年 、 半 導 体 装 置 製 品 の 設 計 か ら
量 産 ま で の 期 間 が 益 々 短 縮 さ れ 、 量 産 に 先 立 つ イ ン ラ イ ン 検 査 等 で 、 半 導 体 装 置 内 部 の 導
体 間 の シ ョ ー ト を 効 率 的 に 検 出 し 、 シ ョ ー ト の 少 な い プ ロ セ ス 条 件 に 早 期 に 調 整 す る こ と
が 要 請 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 導 体 間 の シ ョ ー ト を 検 出 す る た め に 、 従 来 、 光 学 式 の 検 査 装 置 を 用 い て 肉 眼 で 検 査 を 行
っ て い た 。 し か し 、 半 導 体 装 置 の 微 細 化 に 伴 っ て 、 光 学 式 の 検 査 装 置 に よ る 検 査 で は 、 シ
ョ ー ト が 生 じ た 箇 所 を 発 見 す る た め に 多 く の 時 間 を 要 す る と 共 に 、 発 見 自 体 が 困 難 に な っ
て い る 。 こ の 問 題 に 対 し て 、 近 年 、 Ｓ Ｅ Ｍ （ Scanning Electron Microscope： 走 査 型 電 子
顕 微 鏡 ） 式 の 検 査 装 置 を 用 い た 検 査 が 実 用 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｓ Ｅ Ｍ 式 検 査 装 置 を 用 い た 検 査 方 法 に つ い て は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。
図 ７ （ ａ ） に 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 検 査 方 法 で 用 い る 検 査 用 の 半 導 体 装 置 の 構 成 を 示 す 。
図 ７ （ ｂ ） は 、 図 ７ （ ａ ） の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 断 面 を 示 し て い る 。 こ の 検 査 方 法 で は 、 先
ず 、 半 導 体 装 置 の 絶 縁 膜 ６ ２ の 表 面 に 、 導 体 ６ ４ を 介 し て 基 板 ６ １ に 接 続 さ れ る 導 体 パ タ
ー ン ６ ３ 、 及 び 、 基 板 ６ １ に 接 続 さ れ な い 導 体 パ タ ー ン （ 非 接 続 パ タ ー ン ） ６ ５ を 、 直 交
す る ２ 方 向 の 何 れ に も 交 互 に 配 列 さ れ る よ う に 、 つ ま り 千 鳥 状 に 配 列 さ れ る よ う に 形 成 す
る 。 次 い で 、 半 導 体 装 置 ６ ０ の 表 面 に 対 し て 電 子 線 を 照 射 し 、 半 導 体 装 置 ６ ０ の 表 面 を 走
査 し つ つ 、 各 導 体 パ タ ー ン ６ ３ ， ６ ５ か ら 放 出 さ れ る 二 次 電 子 の 量 を 測 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ こ で 、 電 子 線 が 照 射 さ れ た 非 接 続 パ タ ー ン ６ ５ は 万 一 、 通 常 の 導 体 パ タ ー ン ６ ３ な ど
の 他 の 導 体 に 導 通 し て い る 場 合 に は 、 帯 電 量 が 少 な く な り 、 ま た 、 導 通 し て い な い 場 合 に
は 、 帯 電 量 が 多 く な る 。 非 接 続 パ タ ー ン ６ ５ か ら 放 出 さ れ る 二 次 電 子 量 は 、 非 接 続 パ タ ー
ン ６ ５ の 帯 電 量 に 応 じ た 電 位 よ っ て 異 な る た め 、 放 出 さ れ る 二 次 電 子 量 に 異 常 が 認 め ら れ
た 非 接 続 パ タ ー ン ６ ５ に つ い て 、 近 傍 の 導 体 と の 間 で シ ョ ー ト し た と 判 定 で き る 。 ま た 、
シ ョ ー ト し た と 判 定 さ れ た 非 接 続 パ タ ー ン ６ ５ の 近 傍 に つ い て の み 、 精 密 な 検 査 を 行 う こ
と に よ っ て 、 シ ョ ー ト が 生 じ た 詳 細 な 部 位 を 特 定 で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ０ ５ １ ９ ４ 号 （ 図 １ 、 ２ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 近 年 の 半 導 体 装 置 の 微 細 化 に 伴 い 、 隣 接 す る ワ ー ド 線 間 の 間 隔 が 益 々 狭 く な
っ て い る 。 こ の た め 、 ワ ー ド 線 間 で 絶 縁 膜 の 埋 め 込 み 不 良 が 生 じ 易 く 、 こ れ に 起 因 し て 、
コ ン タ ク ト プ ラ グ と ワ ー ド 線 と の 間 の シ ョ ー ト や 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ 同 士 の シ ョ ー ト な ど
の コ ン タ ク ト プ ラ グ を 介 し た シ ョ ー ト が 発 生 し 、 半 導 体 装 置 の 品 質 を 低 下 さ せ る 主 要 な 要
因 の 一 つ と な っ て い る 。 し か し 、 上 記 従 来 の Ｓ Ｅ Ｍ 式 検 査 方 法 で は 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ の
シ ョ ー ト を 検 出 し よ う と し て も 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ の そ れ ぞ れ は 、 半 導 体 基 板 の 表 面 部 分
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な ど の 他 の 導 体 に 導 通 し て い る た め 、 電 子 線 の 照 射 後 に ほ ぼ 同 じ 電 位 に 保 た れ る 。 従 っ て
、 そ の シ ョ ー ト を 検 出 す る こ と が 容 易 で な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 半 導 体 装 置 製 造 の 歩 留 り を 大 き く 向 上 さ せ る た め に は 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ の シ ョ ー ト を
効 率 的 に 検 出 す る こ と が 必 須 で あ る 。 本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ の シ ョ ー
ト を 効 率 的 に 検 出 可 能 な 半 導 体 装 置 の 検 査 方 法 、 及 び 、 検 査 用 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 第 １ の 視 点 に 係 る 半 導 体 装 置 の 検 査 方 法 は 、 基 板
上 に 、 導 電 性 部 分 と 絶 縁 性 部 分 と を 含 む 下 地 パ タ ー ン 、 及 び 、 該 下 地 パ タ ー ン を 覆 う 絶 縁
膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 導 電 性 部 分 に 導 通 す る 複 数 の コ ン タ ク ト プ ラ グ を 形 成 す る た め の マ ス ク パ タ ー ン を
用 い 、 該 マ ス ク パ タ ー ン を 前 記 下 地 パ タ ー ン に 対 し て 相 対 的 に 所 定 距 離 ず ら す こ と に よ っ
て 、 前 記 絶 縁 膜 を 貫 通 し 少 な く と も 一 部 が 前 記 絶 縁 性 部 分 で 絶 縁 さ れ る 複 数 の コ ン タ ク ト
プ ラ グ を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 複 数 の コ ン タ ク ト プ ラ グ の 内 で 、 少 な く と も 前 記 絶 縁 性 部 分 で 絶 縁 さ れ た コ ン タ ク
ト プ ラ グ に 電 子 線 を 照 射 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 電 子 線 を 照 射 し た コ ン タ ク ト プ ラ グ か ら 放 出 さ れ る 二 次 電 子 量 を 検 出 す る ス テ ッ プ
と 、
　 前 記 検 出 さ れ た 二 次 電 子 量 に 基 づ い て 、 前 記 電 子 線 が 照 射 さ れ た コ ン タ ク ト プ ラ グ の 異
常 を 判 定 す る ス テ ッ プ と
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 検 査 用 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 製 品 用 半 導 体 装 置 の 状 態 を 検 査 す る た め
の 検 査 用 半 導 体 装 置 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 製 品 用 半 導 体 装 置 を 製 造 す る プ ロ セ ス 条 件 と 同 じ プ ロ セ ス 条 件 を 用 い て 、 導 電 性 部
分 と 絶 縁 性 部 分 と を 含 む 下 地 パ タ ー ン 、 及 び 、 該 下 地 パ タ ー ン を 覆 う 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工
程 と 、
　 前 記 製 品 用 半 導 体 装 置 で 前 記 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 前 記 導 電 性 部 分 に 導 通 す る 複 数 の コ ン タ
ク ト プ ラ グ を 形 成 す る た め の マ ス ク パ タ ー ン を 用 い 、 該 マ ス ク パ タ ー ン を 前 記 下 地 パ タ ー
ン に 対 し て 相 対 的 に 所 定 距 離 ず ら す こ と に よ っ て 、 前 記 絶 縁 膜 を 貫 通 し 少 な く と も 一 部 が
前 記 絶 縁 性 部 分 で 絶 縁 さ れ る 複 数 の コ ン タ ク ト プ ラ グ を 形 成 す る 工 程 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 視 点 に 係 る 半 導 体 装 置 の 検 査 方 法 は 、 上 記 検 査 用 半 導 体 装 置 を 用 い て 製
品 用 半 導 体 装 置 を 評 価 す る 半 導 体 装 置 の 検 査 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の コ ン タ ク ト プ ラ グ の 内 で 、 少 な く と も 前 記 絶 縁 性 部 分 上 に 形 成 さ れ た コ ン タ
ク ト プ ラ グ に 電 子 線 を 照 射 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 電 子 線 を 照 射 し た コ ン タ ク ト プ ラ グ か ら 放 出 さ れ る 二 次 電 子 量 を 検 出 す る ス テ ッ プ
と 、
　 前 記 検 出 さ れ た 二 次 電 子 量 に 基 づ い て 、 前 記 電 子 線 が 照 射 さ れ た コ ン タ ク ト プ ラ グ の 異
常 を 判 定 す る ス テ ッ プ と
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 半 導 体 装 置 の 検 査 方 法 に よ れ ば 、 絶 縁 性 部 分 で 絶 縁 さ れ た コ ン タ ク ト プ ラ
グ が シ ョ ー ト し た 際 に 生 じ る 電 位 の 変 化 を 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ か ら 放 出 さ れ る 二 次 電 子 量
の 異 常 で 検 出 す る こ と に よ っ て 、 そ の コ ン タ ク ト プ ラ グ の シ ョ ー ト を 直 接 的 に 検 出 で き る
。 こ れ に よ っ て 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ の シ ョ ー ト を 効 率 的 に 検 出 し 、 半 導 体 装 置 製 造 の 歩 留

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-81036 A 2007.3.29



り を 大 き く 向 上 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 絶 縁 性 部 分 で 絶 縁 さ れ た コ ン タ ク ト プ ラ グ の 形 成 に 際 し て 、 導 電 性 部 分 に 導 通 す
る 複 数 の コ ン タ ク ト プ ラ グ を 形 成 す る た め の マ ス ク パ タ ー ン を 用 い る た め 、 検 査 用 の 半 導
体 装 置 に お け る コ ン タ ク ト プ ラ グ 及 び そ の 近 傍 を 、 製 品 用 の 半 導 体 装 置 と 同 じ 構 造 で 形 成
で き る 。 従 っ て 、 製 品 用 の 半 導 体 装 置 に お け る コ ン タ ク ト プ ラ グ の シ ョ ー ト を 的 確 に 検 出
で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 視 点 に 係 る 半 導 体 装 置 の 検 査 方 法 、 及 び 、 検 査 用 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法
に よ れ ば 、 検 査 用 の 半 導 体 装 置 の 製 造 に 際 し て 、 製 品 用 の 半 導 体 装 置 の 製 造 工 程 中 で 、 導
電 性 部 分 に 導 通 す る 複 数 の コ ン タ ク ト プ ラ グ を 形 成 す る た め の マ ス ク パ タ ー ン を 、 下 地 パ
タ ー ン に 対 し て 相 対 的 に 所 定 距 離 ず ら す 変 更 を 行 う だ け で よ い の で 、 検 査 用 の 半 導 体 装 置
製 造 に 要 す る コ ス ト を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 視 点 に 係 る 半 導 体 装 置 の 検 査 方 法 、 及 び 、 検 査 用 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法
で は 、 前 記 下 地 パ タ ー ン の 導 電 性 部 分 及 び 絶 縁 性 部 分 が そ れ ぞ れ 、 半 導 体 基 板 の 素 子 形 成
領 域 及 び 素 子 分 離 領 域 で あ っ て も よ く 、 或 い は 、 前 記 下 地 パ タ ー ン の 導 電 性 部 分 が 、 導 体
膜 の 選 択 エ ッ チ ン グ で 形 成 さ れ る 配 線 パ タ ー ン で あ っ て も よ い 。 本 発 明 に 係 る 検 査 用 半 導
体 装 置 の 製 造 方 法 で は 、 製 品 用 半 導 体 装 置 が Ｄ Ｒ Ａ Ｍ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 視 点 に 係 る 半 導 体 装 置 の 検 査 方 法 の 前 記 異 常 判 定 ス テ ッ プ で は 、 例 え ば
、 前 記 絶 縁 性 部 分 で 絶 縁 さ れ た コ ン タ ク ト プ ラ グ が 、 前 記 導 電 性 部 分 、 他 の コ ン タ ク ト プ
ラ グ 、 及 び 、 他 の 導 電 性 材 料 の 少 な く と も １ つ に 導 通 す る か 否 か を 判 定 す る こ と が 出 来 る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 に 、 実 施 形 態 を 挙 げ 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 具 体 的 且 つ 詳 細
に 説 明 す る 。 図 １ は 、 製 品 用 の 半 導 体 装 置 の 状 態 を 検 査 す る た め の 、 検 査 用 の 半 導 体 装 置
の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 半 導 体 装 置 １ ０ は 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ （ Dynamic Random Access Memo
ry） と し て 構 成 さ れ 、 半 導 体 基 板 １ １ を 備 え る 。 半 導 体 基 板 １ １ の 表 面 部 分 に は 、 絶 縁 材
料 を 所 定 の パ タ ー ン で 埋 め 込 ん だ 素 子 分 離 溝 １ ２ が 形 成 さ れ 、 素 子 分 離 溝 １ ２ に よ っ て 構
成 さ れ る 素 子 分 離 領 域 １ ４ は 、 半 導 体 素 子 が 形 成 さ れ る 素 子 形 成 領 域 １ ３ を 相 互 に 区 画 し
て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 半 導 体 基 板 １ １ 上 に は 、 図 示 し な い ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 介 し て 、 複 数 の ワ ー ド 線 １ ５ が 形 成
さ れ 、 ワ ー ド 線 １ ５ を 覆 っ て 、 絶 縁 膜 １ ６ が 成 膜 さ れ て い る 。 絶 縁 膜 １ ６ を 貫 通 し て 、 半
導 体 基 板 １ １ に 接 続 す る コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ７ が 開 孔 さ れ 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ７ の 内 部
を 埋 め 込 ん で 、 導 電 材 料 か ら 成 る コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 コ ン タ ク ト ホ
ー ル １ ７ は 、 ワ ー ド 線 １ ５ の 表 面 を 被 覆 す る 絶 縁 膜 を マ ス ク と す る Ｓ Ａ Ｃ （ Self Align C
ontact） 法 に よ っ て 、 隣 接 す る ワ ー ド 線 １ ５ 間 の 半 導 体 基 板 １ １ の 表 面 に 接 続 す る よ う に
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ つ の 素 子 形 成 領 域 １ ３ に は 、 ３ つ の ワ ー ド 線 １ ５ が 交 差 し 、 ワ ー ド 線 １ ５ に 隣 接 し て
半 導 体 基 板 １ １ に コ ン タ ク ト す る ２ つ の コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ １ が 形 成 さ れ て い る 。 １ つ の
素 子 分 離 領 域 １ ４ に は 、 ワ ー ド 線 １ ５ に 隣 接 し て 素 子 分 離 溝 １ ２ に よ っ て 絶 縁 さ れ た １ つ
の コ ン タ ク ト プ ラ グ （ 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ） ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 素 子 形 成 領 域 １
３ 、 ワ ー ド 線 １ ５ 、 及 び 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ８ は 、 そ れ ぞ れ 等 間 隔 で 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 記 載 の 検 査 用 の 半 導 体 装 置 １ ０ の 平 面 構 造 を 示 し て い る 。 図 １ は 、 同 図
の Ｉ － Ｉ 線 に 沿 っ て 見 た 断 面 を 示 し て い る 。 素 子 形 成 領 域 １ ３ は 長 方 形 状 を 有 し 、 ワ ー ド

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-81036 A 2007.3.29



線 １ ５ は 、 素 子 形 成 領 域 １ ３ の 長 手 方 向 に 対 し て 斜 め 方 向 に 交 差 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は 、 図 １ の 検 査 用 の 半 導 体 装 置 に 対 応 す る 、 製 品 用 の 半 導 体 装 置 の 構 成 を 示 す 断 面
図 で あ る 。 半 導 体 装 置 ３ ０ で は 、 １ つ の 素 子 形 成 領 域 １ ３ に は 、 ２ つ の ワ ー ド 線 １ ５ が 交
差 し 、 ワ ー ド 線 １ ５ に 隣 接 し て 半 導 体 基 板 １ １ に コ ン タ ク ト す る ３ つ の コ ン タ ク ト プ ラ グ
１ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 １ つ の 素 子 分 離 領 域 １ ４ に は 、 １ つ の ワ ー ド 線 １ ５ が 交 差 し て い
る 。 中 央 の コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ８ は 、 図 示 し な い 上 部 の ビ ッ ト 線 に 接 続 さ れ 、 ビ ッ ト 線 接
続 用 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ３ を 構 成 し 、 両 端 の コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ８ は 、 図 示 し な い 上 部 の
ス ト レ ー ジ ノ ー ド に 接 続 さ れ 、 ス ト レ ー ジ ノ ー ド 接 続 用 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ４ ， ２ ５ を 構
成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ の 半 導 体 装 置 の 平 面 構 造 を 示 す 図 面 上 で 、 横 方 向 を Ｘ 方 向 、 縦 方 向 を Ｙ 方
向 と し て い る 。 図 ３ は 、 同 図 の III－ III線 に 沿 っ た 断 面 を 示 し て い る 。 半 導 体 装 置 ３ ０ は
、 １ 交 点 ６ Ｆ ２ の 単 位 セ ル ３ ３ を 備 え 、 ワ ー ド 線 １ ５ の ピ ッ チ の １ ／ ２ の 長 さ を Ｆ と す る
と 、 単 位 セ ル ３ ３ の 寸 法 は Ｘ 方 向 ３ １ に ２ Ｆ 、 Ｙ 方 向 ３ ２ に ３ Ｆ で あ り 、 そ の 面 積 は ６ Ｆ
2 （ ２ Ｆ × ３ Ｆ ） で あ る 。 半 導 体 装 置 ３ ０ は 、 単 位 セ ル ３ ３ と 、 半 導 体 基 板 １ １ 上 の 構 造
が 、 こ の 単 位 セ ル ３ ３ の 形 状 と 線 対 称 の 形 状 を 有 す る 単 位 セ ル ３ ４ と が 対 と な っ て 繰 り 返
し 配 置 さ れ る ツ イ ン セ ル 構 造 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ 、 ２ に 戻 り 、 検 査 用 の 半 導 体 装 置 １ ０ に お い て 、 素 子 分 離 領 域 １ ４ の パ タ ー ン は 、
符 号 ３ ５ で 示 す よ う に 、 製 品 用 の 半 導 体 装 置 ３ ０ に 対 し て 、 Ｘ 方 向 ３ １ に Ｆ 、 Ｙ 方 向 ３ ２
に ０ ． ５ Ｆ だ け 全 体 的 に ず ら し て 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 製 品 用 の 半 導 体 装 置 ３
０ に お け る 一 方 の ス ト レ ー ジ ノ ー ド 接 続 用 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ４ は 、 素 子 分 離 領 域 １ ４ に
接 続 さ れ 、 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ を 構 成 す る 。 製 品 用 の 半 導 体 装 置 ３ ０ に お け る 、
ビ ッ ト 線 接 続 用 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ３ 、 及 び 、 他 方 の ス ト レ ー ジ ノ ー ド 接 続 用 コ ン タ ク ト
プ ラ グ ２ ５ は 、 製 品 用 の 半 導 体 装 置 ３ ０ に お け る コ ン タ ク ト プ ラ グ と 同 様 に 素 子 形 成 領 域
１ ３ に 接 続 さ れ 、 通 常 の コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ １ を 構 成 す る 。 検 査 用 の 半 導 体 装 置 １ ０ で は
、 製 品 用 の 半 導 体 装 置 ３ ０ に お け る 絶 縁 膜 １ ６ よ り 上 側 の 構 造 は 形 成 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 検 査 方 法 で は 、 Ｓ Ｅ Ｍ 式 検 査 装 置 を 用 い 、 検 査 用 の 半 導
体 装 置 １ ０ の 表 面 に 対 し て 電 子 線 を 照 射 し 、 半 導 体 装 置 １ ０ の 表 面 を 走 査 し つ つ 、 各 コ ン
タ ク ト プ ラ グ １ ８ か ら 放 出 さ れ る 二 次 電 子 量 を 測 定 す る 。 Ｓ Ｅ Ｍ 式 検 査 装 置 は 、 二 次 電 子
量 の 測 定 に よ っ て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 各 コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ８ か ら 放 出 さ れ た 二 次 電 子
量 に 応 じ た 輝 度 で 、 各 コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ８ の 位 置 を 表 示 す る 電 位 コ ン ト ラ ス ト 画 像 ５ ０
を 表 示 す る 。 同 図 中 、 符 号 ５ １ ～ ５ ３ が 、 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ 、 ビ ッ ト 線 接 続 用
コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ３ を 構 成 す る 通 常 の コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ １ 、 及 び 、 ス ト レ ー ジ ノ ー ド
接 続 用 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ５ を 構 成 す る 通 常 の コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ １ に 対 応 す る 部 分 を そ
れ ぞ れ 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ が 他 の 導 体 と シ ョ ー ト し て い な い 場 合 に は 、 非 接 続 コ ン タ
ク ト プ ラ グ ２ ２ は 正 又 は 負 に 帯 電 す る 。 逆 に 、 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ が 、 例 え ば ワ
ー ド 線 １ ５ と の 間 で シ ョ ー ト し て い る 場 合 に は 、 ワ ー ド 線 １ ５ を 介 し て 電 子 が 逃 が さ れ る
た め 、 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ の 帯 電 量 は 少 な い 。 ま た 、 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２
２ が 、 通 常 の コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ １ と の 間 で シ ョ ー ト し て い る 場 合 に も 同 様 に 、 非 接 続 コ
ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ の 帯 電 量 は 少 な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ８ か ら 放 出 さ れ る 二 次 電 子 量 は 、 各 コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ８ の 帯 電 量
に 応 じ た 電 位 に よ っ て 異 な る た め 、 電 位 コ ン ト ラ ス ト 画 像 ５ ０ で 、 シ ョ ー ト し た 非 接 続 コ
ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ は 、 シ ョ ー ト し て い な い 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ と は 異 な る 輝 度
で 表 示 さ れ る 。 従 っ て 、 電 位 コ ン ト ラ ス ト 画 像 ５ ０ で 、 個 々 の 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２
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２ の 輝 度 を 観 察 し 、 他 の 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ と 異 な る 輝 度 で 表 示 さ れ た 非 接 続 コ
ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ を 、 シ ョ ー ト し た 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ と 判 定 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 シ ョ ー ト し た 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ の 検 出 に 際 し て 、 非 接 続 コ ン タ ク ト プ
ラ グ ２ ２ か ら 放 出 さ れ る 二 次 電 子 量 の 上 限 又 は 下 限 の し き い 値 を 設 定 し 、 こ れ ら の し き い
値 を 上 回 り 又 は 下 回 っ た 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ を 、 シ ョ ー ト し た 非 接 続 コ ン タ ク ト
プ ラ グ ２ ２ と 判 定 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 シ ョ ー ト し た と 判 定 さ れ た 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ に つ い て 更 に 精 密 な 検 査 を 行 う
こ と に よ っ て 、 シ ョ ー ト し た 詳 細 な 部 位 を 特 定 で き る 。 な お 、 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２
２ の 帯 電 の 正 負 及 び 帯 電 量 は 、 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ の 材 質 及 び 大 き さ 、 絶 縁 膜 １
６ の 材 質 、 照 射 す る 電 子 線 の エ ネ ル ギ ー の 大 き さ に よ っ て 変 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ６ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 図 １ 、 ２ に 記 載 の 検 査 用 の 半 導 体 装 置 を 製 造 す る 各 製 造 段 階 を
順 次 に 示 す 断 面 図 で あ る 。 先 ず 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 公 知 の 方 法 に よ り 、 半 導 体 基
板 １ １ の 表 面 部 分 に 所 定 の パ タ ー ン 形 状 で 素 子 分 離 溝 １ ２ を 形 成 し 、 素 子 分 離 溝 １ ２ で 構
成 さ れ る 素 子 分 離 領 域 １ ４ に よ っ て 、 素 子 形 成 領 域 １ ３ を 区 画 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 半 導 体 基 板 １ １ 上 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 （ 図 示 な し ） を 形 成 し た 後 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に 導 電 膜
４ １ 及 び 絶 縁 膜 ４ ２ を 順 次 に 成 膜 す る 。 公 知 の フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 技 術 及 び エ ッ チ ン グ 技
術 を 用 い て 絶 縁 膜 ４ ２ 及 び 導 電 膜 ４ １ を パ タ ー ニ ン グ し 、 ワ ー ド 線 構 造 ４ ３ を 形 成 す る 。
ワ ー ド 線 構 造 ４ ３ の 形 成 に 際 し て 、 １ つ の 素 子 形 成 領 域 １ ３ に ３ つ の ワ ー ド 線 構 造 ４ ３ が
交 差 し 、 且 つ 素 子 分 離 領 域 １ ４ に 交 差 し な い よ う に パ タ ー ニ ン グ す る 。 ワ ー ド 線 構 造 ４ ３
を 覆 っ て 全 面 に 絶 縁 膜 を 成 膜 し た 後 、 エ ッ チ バ ッ ク を 行 い 、 ワ ー ド 線 構 造 ４ ３ の 側 面 に サ
イ ド ウ ォ ー ル ４ ４ を 形 成 す る （ 図 ６ （ ｂ ） ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 全 面 に 絶 縁 膜 ４ ５ を 成 膜 し た 後 、 公 知 の フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 技 術 及 び エ ッ チ ン グ 技 術 を
用 い 、 サ イ ド ウ ォ ー ル ４ ４ を マ ス ク と し て 自 己 整 合 的 に 絶 縁 膜 ４ ５ を 開 孔 し 、 半 導 体 基 板
１ １ を 露 出 さ せ る コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ７ を 形 成 す る 。 コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ７ の 形 成 に 際 し
て 、 半 導 体 基 板 の 素 子 形 成 領 域 １ ３ を 露 出 す る コ ン タ ク ト ホ ー ル ４ ６ と 、 素 子 分 離 領 域 １
４ を 露 出 す る コ ン タ ク ト ホ ー ル ４ ７ と が 形 成 さ れ る （ 図 ６ （ ｃ ） ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 引 き 続 き 、 公 知 の 方 法 を 用 い て 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ７ の 内 部 を 導 電 性 材 料 で 埋 め 込 む
こ と に よ っ て 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ８ を 形 成 す る 。 コ ン タ ク ト ホ ー ル ４ ６ ， ４ ７ に 収 容 さ
れ る コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ８ が 、 通 常 の コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ １ 及 び 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ
２ ２ を そ れ ぞ れ 構 成 し 、 図 １ に 示 し た 検 査 用 の 半 導 体 装 置 １ ０ を 製 造 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 検 査 用 の 半 導 体 装 置 １ ０ の 製 造 方 法 は 、 素 子 分 離 領 域 １ ４ の パ タ ー ン を 、 符 号 ３ ５ に 示
し た 距 離 だ け ず ら し て 形 成 す る こ と 、 及 び 、 絶 縁 膜 １ ６ よ り 上 側 の 構 造 を 形 成 し な い こ と
を 除 い て は 、 図 ３ 、 ４ に 示 し た 製 品 用 の 半 導 体 装 置 ３ ０ の 製 造 方 法 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 検 査 方 法 に よ れ ば 、 製 品 用 の 半 導 体 装 置 ３ ０ に お け る ス
ト レ ー ジ ノ ー ド 接 続 用 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ４ を 、 半 導 体 基 板 の 素 子 分 離 領 域 １ ４ で 絶 縁 し
て 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ と し 、 検 査 用 の 半 導 体 装 置 １ ０ を 製 造 す る 。 こ の 検 査 用 の
半 導 体 装 置 １ ０ で 、 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ が シ ョ ー ト し た 際 に 生 じ る 電 位 の 変 化 を
、 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ か ら 放 出 さ れ る 二 次 電 子 量 の 異 常 で 検 出 す る こ と に よ っ て
、 ス ト レ ー ジ ノ ー ド 接 続 用 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ４ の シ ョ ー ト を 直 接 的 に 検 出 で き る 。 こ れ
に よ っ て 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ の シ ョ ー ト を 効 率 的 に 検 出 し 、 半 導 体 装 置 製 造 の 歩 留 り を 大
き く 向 上 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 と こ ろ で 、 図 ７ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 し た 半 導 体 装 置 で 、 非 接 続 パ タ ー ン ６ ５ を 半 導 体 基
板 ６ １ の 表 面 部 分 に 形 成 さ れ た 素 子 分 離 溝 に コ ン タ ク ト プ ラ グ を 介 し て 接 続 す る こ と に よ
っ て 、 こ の コ ン タ ク ト プ ラ グ の シ ョ ー ト を 検 出 す る こ と も 出 来 る 。 し か し 、 こ の 場 合 、 コ
ン タ ク ト プ ラ グ や ワ ー ド 線 等 の 構 造 が 、 製 品 用 の 半 導 体 装 置 と 同 一 に な ら な い た め 、 コ ン
タ ク ト プ ラ グ と ワ ー ド 線 、 又 は 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ 同 士 の シ ョ ー ト を 正 確 に 評 価 す る こ と
が 容 易 で な い 。 ま た 、 コ ン タ ク ト プ ラ グ を 形 成 す る た め の マ ス ク が 、 製 品 用 の 半 導 体 装 置
に 用 い ら れ る も の と 同 一 で な い た め 、 マ ス ク を 製 造 す る た め の コ ス ト が 別 途 に 必 要 と な る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し か し 、 本 実 施 形 態 に 係 る 検 査 用 の 半 導 体 装 置 １ ０ は 、 素 子 分 離 領 域 １ ４ の パ タ ー ン が
全 体 的 に ず ら し て 形 成 さ れ て い る こ と 、 及 び 、 絶 縁 膜 １ ６ よ り 上 側 の 構 造 が 形 成 さ れ て い
な い こ と を 除 い て は 、 製 品 用 の 半 導 体 装 置 ３ ０ と 同 じ 構 成 を 備 え る 。 つ ま り 、 本 検 査 用 の
半 導 体 装 置 １ ０ は 、 ワ ー ド 線 １ ５ や コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ８ 、 及 び 、 そ れ ら を 収 容 す る 絶 縁
膜 １ ６ が 、 製 品 用 の 半 導 体 装 置 ３ ０ と 同 じ 構 成 を 有 す る の で 、 製 品 用 の 半 導 体 装 置 ３ ０ に
お け る コ ン タ ク ト プ ラ グ １ ８ の シ ョ ー ト を 的 確 に 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 検 査 用 の 半 導 体 装 置 １ ０ の 製 造 に 際 し て 、 製 品 用 の 半 導 体 装 置 ３ ０ の 製 造 工 程 中
で 、 素 子 分 離 領 域 １ ４ の パ タ ー ン の 形 成 の 際 に 用 い る マ ス ク を 所 定 距 離 だ け ず ら す 変 更 を
行 う だ け で よ い の で 、 検 査 用 の 半 導 体 装 置 １ ０ 製 造 に 要 す る コ ス ト を 低 減 で き る 。 な お 、
素 子 分 離 領 域 １ ４ の パ タ ー ン の 形 成 の 際 に 用 い る マ ス ク に 代 え て 、 半 導 体 基 板 １ １ 上 に 形
成 さ れ る ワ ー ド 線 １ ５ や コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ７ 等 の パ タ ー ン を 形 成 す る た め の マ ス ク を 、
そ れ ぞ れ 所 定 距 離 だ け ず ら す 変 更 を 行 う こ と に よ っ て も 、 検 査 用 の 半 導 体 装 置 １ ０ を 製 造
で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 検 査 方 法 で は 、 更 に 、 シ ョ ー ト し た 非 接 続 コ ン タ ク ト プ
ラ グ ２ ２ の 検 出 に 際 し て 、 電 位 コ ン ト ラ ス ト 画 像 ５ ０ を 参 照 し て 、 他 の 非 接 続 コ ン タ ク ト
プ ラ グ ２ ２ と 輝 度 が 異 な る 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ を 検 出 す る 方 法 を 用 い る こ と に よ
っ て 、 シ ョ ー ト し た 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ を 容 易 に 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 通 常 の コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ １ の そ れ ぞ れ は 、 素 子 形 成 領 域 １
３ に 導 通 し て い る た め 、 電 子 線 の 照 射 後 に ほ ぼ 同 じ 電 位 に 保 た れ 、 相 互 間 の シ ョ ー ト の 検
出 は 容 易 で な い 。 し か し 、 例 え ば 、 上 記 検 査 用 の 半 導 体 装 置 １ ０ と は 別 に 、 ビ ッ ト 線 接 続
用 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ３ 、 又 は 、 他 方 の ス ト レ ー ジ ノ ー ド 接 続 用 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ５ を
素 子 分 離 領 域 １ ４ に 位 置 合 わ せ し て 、 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ２ と す る 検 査 用 の 半 導 体
装 置 を 製 造 す る こ と に よ っ て 、 こ れ ら コ ン タ ク ト プ ラ グ ２ ３ ， ２ ５ の シ ョ ー ト を 検 出 で き
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 半 導 体 基 板 １ １ 表 面 に 成 膜 さ れ た 絶 縁 膜 １ ６ を 貫 通 す る コ ン タ ク ト プ ラ グ だ け で
な く 、 絶 縁 膜 １ ６ 上 に 成 膜 さ れ た 上 層 の 絶 縁 膜 を 貫 通 す る コ ン タ ク ト プ ラ グ の シ ョ ー ト を
検 出 す る こ と も 出 来 る 。 こ の 場 合 、 例 え ば 、 上 層 の 絶 縁 膜 を 貫 通 す る コ ン タ ク ト プ ラ グ の
内 の 一 部 を 、 導 体 膜 の 選 択 エ ッ チ ン グ で 形 成 さ れ た 配 線 パ タ ー ン や 下 層 の コ ン タ ク ト プ ラ
グ 等 の 導 体 に 接 続 し て 通 常 の コ ン タ ク ト プ ラ グ と し 、 他 の コ ン タ ク ト プ ラ グ を 、 下 層 の 絶
縁 膜 の 表 面 等 に 接 続 し て 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ と す る 。 こ の 場 合 に も 、 製 品 用 の 半 導 体
装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 １ 又 は 複 数 の 所 定 の マ ス ク を 所 定 量 だ け ず ら す こ と に よ っ て 、
製 品 用 の 半 導 体 装 置 の 製 造 に 用 い る マ ス ク と 同 じ マ ス ク を 用 い て 、 検 査 用 の 半 導 体 装 置 を
製 造 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 、 本 発 明 を そ の 好 適 な 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 に 係 る 半 導 体 装 置 の
検 査 方 法 、 及 び 、 検 査 用 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 上 記 実 施 形 態 の 構 成 に の み 限 定 さ れ る
も の で は な く 、 上 記 実 施 形 態 の 構 成 か ら 種 々 の 修 正 及 び 変 更 を 施 し た 半 導 体 装 置 の 検 査 方
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法 、 及 び 、 検 査 用 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 も 本 発 明 の 範 囲 に 含 ま れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 検 査 用 の 半 導 体 装 置 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 半 導 体 装 置 の 平 面 構 造 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 製 品 用 の 半 導 体 装 置 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 半 導 体 装 置 の 平 面 構 造 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ 、 ２ の 半 導 体 装 置 の 測 定 に よ っ て 得 ら れ た 電 位 コ ン ト ラ ス ト 画 像 を 模 式 的 に
示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 図 １ 、 ２ の 半 導 体 装 置 を 製 造 す る 各 製 造 段 階 を 順 次 に 示
す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ （ ａ ） は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 検 査 用 の 半 導 体 装 置 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ
り 、 図 ７ （ ｂ ） は 、 図 ７ （ ａ ） の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 断 面 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
１ ０ ： 検 査 用 の 半 導 体 装 置
１ １ ： 半 導 体 基 板
１ ２ ： 素 子 分 離 溝
１ ３ ： 素 子 形 成 領 域
１ ４ ： 素 子 分 離 領 域
１ ５ ： ワ ー ド 線
１ ６ ： 絶 縁 膜
１ ７ ： コ ン タ ク ト ホ ー ル
１ ８ ： コ ン タ ク ト プ ラ グ
２ １ ： （ 通 常 の ） コ ン タ ク ト プ ラ グ
２ ２ ： 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ
２ ３ ： ビ ッ ト 線 接 続 用 コ ン タ ク ト プ ラ グ
２ ４ ， ２ ５ ： ス ト レ ー ジ ノ ー ド 接 続 用 コ ン タ ク ト プ ラ グ
３ １ ： Ｘ 方 向
３ ２ ： Ｙ 方 向
３ ３ ， ３ ４ ： 単 位 セ ル
３ ５ ： 素 子 分 離 領 域 の パ タ ー ン の ず れ 量
４ １ ： 導 電 膜
４ ２ ： 絶 縁 膜
４ ３ ： ワ ー ド 線 構 造
４ ４ ： サ イ ド ウ ォ ー ル
４ ５ ： 絶 縁 膜
４ ６ ， ４ ７ ： コ ン タ ク ト ホ ー ル
５ ０ ： 電 位 コ ン ト ラ ス ト 画 像
５ １ ： 非 接 続 コ ン タ ク ト プ ラ グ に 対 応 す る 部 分
５ ２ ， ５ ３ ： 通 常 の コ ン タ ク ト プ ラ グ に 対 応 す る 部 分
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(11) JP 2007-81036 A 2007.3.29


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

